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資　料

１．はじめに
　近年の学校体育における「体育，保健体育」は生
涯にわたって健康の保持増進を行い，豊かなスポー
ツライフを実現することを重視するための指導と評
価の充実を図った．しかし，現在の子供の現状につ
いて，運動する子どもとそうでない子どもの二極化
傾向にあることや子どもの体力は低下傾向に歯止め
が掛かったものの，体力水準が高かったころと比較
すると，依然として低い状況が続いていることが報
告されている1）．報告を受けて，中央教育審議会2）

では「体育科，保健体育科」における「見方・考え
方」について，生涯にわたるスポーツライフを実現
する観点を踏まえ，「運動やスポーツのその価値や
特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上
に果たす役割の視点から捉え，自己の適性等に応じ
た『する・見る・支える・知る』の多様な関わり方
と関連付けること」とした．加えて，平成29（2017）
年告示中学校学習指導要領3）は，「『する・見る・支

える・知る』といった生涯にわたる豊かなスポーツ
ライフを実現していく資質・能力の育成に向けて，
運動やスポーツの価値や文化的意義等を学ぶ体育理
論の充実はもとより，他の領域や保健領域でも知識
を基盤とした学習の充実が必要である」と示した．
　また，中学校学習指導要領保健体育編（体育分野）
は，「A．体つくり運動」から「H．体育理論」の8
領域で構成し，目標を「体育や保健の見方・考え方
を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学
習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯に
わたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツ
ライフを実現するための資質・能力育成することを
目指す」と示している4）．その中で，領域「H．体
育理論」は，「豊かなスポーツライフの実現に向け
た知識を身につけるための学習をする場である．」
と明記されている4）．すなわち，中学校学習指導要
領保健体育編（体育分野）領域「H．体育理論」（以
下「体育理論」と示す）は生涯にわたって豊かなス
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要　　　約

　中学校学習指導要領は平成29（2017）年に改訂が告示された．中学校保健体育科において，8領域
が設定されており，そのうち「体育理論」は「知識」の習得を促す領域である．そこで本研究は，中
学校学習指導要領（保健体育）領域「H．体育理論」に関する「領域名」と「内容」の変遷を整理す
ることと，領域「H．体育理論」に関する研究動向の整理を行うことの2点により，中学校学習指導
要領と研究動向の関係性から学校体育における領域「H．体育理論」の授業に関する取り扱いについ
て検討を行うことを目的とした．結果は，①学習指導要領は，今までに7度の改訂が行われており，
時代背景や子供の実態に応じて変化し，教育活動に直結する改訂となっている．また「体育理論」の
名称は，昭和33（1958）年から平成10（1998）年までの学習指導要領で「体育に関する知識」と示され，
平成20（2008）年と平成29（2017）年の学習指導要領では「体育理論」と示されている．②研究動向
において，「体育理論」に関する論文は59編であり，そのうち学校体育における「体育理論」に関す
る研究を行っているのは，15編であった．③学習指導要領と研究動向の関係は，学習指導要領領域「H．
体育理論」の意義が他の領域と関連することにより，薄れてしまい「体育理論」で「知識」を教える
ことの重要性を教師が認識できていないことが窺われる． 
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ポーツライフを実現するためには極めて重要な領域
であることが考えられる．
　「体育理論」に関する先行研究によると，吉田5）は，
「スポーツを『する』という視点で受け止めてきた
体育授業に対して，スポーツへの興味関心の拡大に
基づく社会的存在としての意味の拡大により，ス
ポーツを『見る』，『支える』といった視点から，スポー
ツの知識を学び，理解することが学校体育の使命で
あるという認識がある．つまり，国民的教養として
スポーツを捉え，それにふさわしい学びの場を体育
理論の授業の役割期待として示されたのだと受け止
める必要がある」と述べている．また山元ら6）は，「体
育理論」を「保健体育科の目標である豊かなスポー
ツライフを継続する資質や能力の源となる重要な領
域である」と述べている．両者を踏まえると，保健
体育科の目標である生涯にわたる豊かなスポーツラ
イフを実現するためには，「体育理論」が欠かせな
いことが考えられる．
　一方で，佐藤と友添7）は，平成20（2008）年の改
定により，「体育理論の時間数が決められ，教室で
行うこととなった．教師の立場から言えば，今まで
通り，体育館やグラウンドで実技の授業の中で行え
ば済むのに，教室でしっかりと決まった時間数で理
論を教えなければならないというのは，正直なとこ
ろ，負担が増えてしまうと考える人もいるのではな
いだろうか．」と指摘をしている．さらに，村瀬ら8）

は平成10（1998）年の改訂時に「『体育に関する知識』
は各種目の『理論編』との意味合いが強くなり，『体
育に関する知識』を単元で行わず，各種目のオリエ
ンテーションや体つくり運動での理論編として取り
扱われたのが実態であった」と報告している．以上
を踏まえると，「体育理論」に関する研究は散在し
ており，「体育理論」の認識は曖昧になっているこ
とが考えられる．
　そこで本研究では，中学校学習指導要領（保健体
育）領域「H．体育理論」に関する「領域名」と「内
容」の変遷を整理することと，領域「H．体育理論」
に関する研究動向の整理を行うことの2点により，
中学校学習指導要領と研究動向の関係性から学校体
育における領域「H．体育理論」の授業に関する取
り扱いについて検討を行うことを目的とする．

２．方法
　本研究の方法は以下の3点で示す．
（1）「体育理論」に関する「領域名」と「内容」の
変遷の整理を行う．期間は，1958年告示学習指導要
領から2017年告示学習指導要領を対象とする．
（2）2018年7月に CiNii のフリーワード検索で「体

育理論」と検索し，上記の期間同様，1958年以降に
掲載された論文59編を分析対象論文とした．抽出さ
れた論文を帰納的に分析し，「研究タイトル，著者，
発行年，方法，主な内容」に整理する．
（3）中学校学習指導要領と研究動向の関係性から「体
育理論」の取り扱いについて検討を行う．

３．�中学校学習指導要領（保健体育）領域「H．体
育理論」に関する「領域名」と「内容」の変遷

　学習指導要領は，昭和26（1951）年の試案を経て，
初めて昭和33（1958）年に公表された．昭和33（1958）
年以降，昭和44（1969）年，昭和52（1977）年，平
成元（1989）年，平成10（1998）年，平成20（2008）
年，平成29（2017）年の6度の全面改訂を行っている．
この改訂は，時代背景や子供の実態に応じて変化し，
教育活動に繋がる改訂となっている．本項では中学
校期における「体育理論」の「領域名」と「内容」
を中心に整理を行う（表1）．
３．１　�昭和33（1958）年告示中学校学習指導要領9）

における歴史的背景及び「領域名」と「内容」
　昭和33（1958）年告示学習指導要領は，昭和26
（1951）年の試案をうけて，戦後の新教育の潮流と
なっていた経験主義や単元学習に偏り過ぎる傾向が
あり，各教科のもつ系統性を重視すべきではないか
という問題が浮かび上がり，授業時間の定め方に幅
があり過ぎ，地域による学力差が目立ち，国民の基
礎教育という観点から基礎学力の充実が叫ばれるよ
うになった10）．このことから，保健体育科では，「1．
心身の発達について理解させるとともに，各種の運
動技能を高めるとともに，生活における運動の意味
を理解させ，生活を健全にし豊かにする態度や能力
を養う．」「2．合理的な練習によって，各種の運動
技能を高めるとともに，生活における運動の意味を
理解させ，生活を健全にし豊かにする態度や能力を
養う．」「3．運動における競争や協同の経験を通し
て，公正な態度を養い，進んで規則を守り互に協力
して責任を果たすなどの社会生活に必要な態度や能
力を向上させる．」「4．個人生活や社会生活におけ
る健康・安全について理解させ，自己や他人を病気
や障害から守り，心身ともに健康な生活を営む態度
や能力を養う．」という4点の目標が挙げられた．そ
の中で，「体育に関する知識」を領域名として定め，
内容を「（1）運動種目の特性と選択」「（2）練習の
重要性と練習に関する諸条件」「（3）練習方法」「（4）
運動生活の設計」に大きく分けて記載した．特に技
術の習得を行うことが中心であり，「練習の重要性」
や「練習に関する諸条件」，「練習のしかた」，「練習
の計画」など「練習」について学習する内容が示さ



221学習指導要領の変遷と先行研究の動向

れた．
３．２　�昭和44（1969）年告示中学校学習指導要

領11）における歴史的背景及び「領域名」と
「内容」

　昭和33（1958）年の改訂後，我が国の国民生活の
向上，文化の発展，社会情勢の進展は目覚ましいも
のがあり，また，我が国の国際的地位の向上ととも
にその果たすべき役割もますます大きくなった．こ
のことにより，教育内容の一層の向上を図り，時代
の要請に応えるとともに，実施の経験にかんがみ，
生徒の発達の段階や個性，能力に即し，学校の実情
に適合するように改善を行う必要があった10）．これ
らの現状を踏まえて，中学校の教育課程の改善につ
いて（答申）12）では，目標を「心身の健康や発達に
ついての理解と適切な運動の実践の通じて強健な身
体と旺盛な気力を養い，明朗にして健康な人間の形
成に寄与するものでることを明確にすること」と示
した．また，保健体育科は，「1．心身の発達や運動
の特性について理解させるとともに，各種の運動を
適切に行わせることによって，強健な心身を養い，
体力の向上を図る．」「2．生活における運動の意味
を理解させるとともに，運動の合理的な実践を通し

て，各種の運動技能を習得させ，公正，責任，協力
などの態度を養い，生活を健全にし豊かにする能力
を養う．」「3．個人生活における健康・安全につい
て理解させるとともに，国民の健康についての基礎
的知識を習得させ，健康で安全な生活を営むための
能力や態度を養う．」の3つの目標を示した．このこ
とから昭和33（1958）年告示の学習指導要領と同様
に，名称を「体育に関する知識」と設定した．また
内容は，「（1）中学校生徒の特性と運動」「（2）運
動の特性と練習」「（3）運動の効果」「（4）体力の
測定方法と結果の活用」「（5）現代の生活と運動」
「（6）運動によるレクリエーションの現状」に分
かれており，特に中学校期の学習を意識した内容に
なっている．また「（3）運動の効果」では，「身長，
体重，胸囲などの発育や体型に及ぼす運動の効果を
理解すること」，「筋力・瞬発力，持久力，調整力お
よび運動技能に及ぼす運動の効果について理解する
こと」についての学習や「（6）運動によるレクリエー
ションの現状」では，「地域社会や職場などの生活
において，運動によるレクリエーションが行なわれ
ている現状について理解させるとともに，おもな国
内競技会や国際競技会の大要や特色についても知ら

容内名域領年示告

1.運動種目の特性と選択

2.練習の重要性と練習に関する諸条件

3.練習方法

1.中学校生徒の特性と運動

2.運動の特性と練習

3.運動の効果

4.体力の測定方法と結果の活用

5.現代の生活と運動

6.運動によるレクリエーションの現状

1.運動と心身のはたらき

2.運動の練習と体力測定

1.運動と心身の働き

2.体力の測定と運動の練習

1.運動の特性と学び方

2.体ほぐし・体力の意義と運動の効果

1.運動やスポーツの多様性

2.運動やスポーツが心身の発達に与える効果と安全

3.文化としてのスポーツ意義

1.運動ウやスポーツの多様性

2.運動やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方

3.文化としてのスポーツの意義

体育に関する知識

体育に関する知識

体育理論

体育理論

1977年
（昭和52年）

1989年
（平成元年）

1998年
（平成10年）

2007年
（平成20年）

2017年
（平成29年）

1958年
（昭和33年）

1969年
（昭和44年）

体育に関する知識

体育に関する知識

体育に関する知識

表1　中学校学習指導要領保健体育領域「H．体育理論」の「内容」
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せる．」ことが示された．
３．３　�昭和52（1977）年告示中学校学習指導要

領13）における歴史的背景及び「領域名」と
「内容」

　昭和44（1969）年の改訂後，我が国の学校教育は
急速な発展を遂げ，昭和48（1973）年には高等学校
への進学率が90％を超えるに至り，このような状況
にどのように対応するかということが課題となって
いた．また，学校教育が知識の伝達に偏る傾向があ
るとの指摘もあり，真の意味における知育を充実し，
児童生徒の知・徳・体の調和のとれた発達をどのよ
うに図っていくかということが課題になっていた10）．
これらを通して，小学校，中学校及び高等学校の教
育課程の基準について（答申）14）では，「1．人間性
豊かな児童生徒を育てること」，「2．ゆとりのある
しかも充実した学校生活が送れるようにすること」，
「3．国民として必要とされる基礎的・基本的な内
容を重視するとともに児童生徒の個性や能力に応じ
た教育が行われるようにすること」と示した．また，
保健体育科の目標は「運動の合理的な実践を通して
運動に親しむ習慣を育てるとともに，健康・安全に
ついて理解させ，健康の増進と体力の向上を図り，
明るく豊かな生活を営む態度を育てる．」と示した．
これらを踏まえて，昭和52（1977）年告示の学習指
導要領においても昭和44（1969）年改訂と同様に「体
育に関する知識」と名称と記載している．内容は「（1）
運動と心身のはたらき」「（2）運動の練習と体力測
定」に分けられている．「（1）運動と心身のはたらき」
では，「運動の発現にかかわりのある筋・骨格のは
たらき，運動の持続にかかわりのある心臓・肺臓の
はたらき及び運動の調整にかかわりのある神経系の
はたらき」や「運動を行うのに意欲，意志，適切な
判断などの心のはたらきが深く関係」から自分自身
の心身に運動がどのような働きを起こすか，どのよ
うな関係があるかを理解することが中心となった内
容に変化した．「（2）運動の練習と体力測定」では，「各
種の運動には独自の運動技能，規則及びマナーがあ
ることを理解させるとともに，練習の一般的原則や
運動に伴う安全及び野外活動の安全」，「体力の測定
方法やその測定結果を自己の体力の向上に活用する
方法」についての学習を行い，体力の測定方法，自
己の体力向上に活用する方法，練習を行うには規則
やルールがあることを分かり，運動に伴う安全と野
外活動の安全について理解させることが求められた．
３．４　�平成元（1989）年告示中学校学習指導要領15）

における歴史的背景及び「領域名」と「内容」
　昭和52（1977）年の改訂後，科学技術の進歩と経
済の発展は，物質的な豊かさを生むとともに，情報

化，国際化，価値観の多様化，核家族化，高齢化な
ど，社会の各方面に大きな変化をもたらすに至った．
しかも，これらの変化は，今後ますます拡大し，加
速化することが予想された10）．これを受けて，幼稚
園，小学校，中学校及び高等学校の教育課程の基準
の改善について（答申）16）では，「1．豊かな心を持
ち，たくましく生きる人間の育成を図ること」，「2．
自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能
力の育成を重視すること」，「3．国民として必要と
される基礎的・基本的な内容を重視し，個性を生か
す教育の充実を図ること」，「4．国際理解を深め，
我が国の文化と伝統を尊重する態度の育成を重視す
ること」と示された．また，保健体育科の目標は，
「運動の合理的な実践と健康・安全についての理解
を通して，運動に親しむ習慣を育てるとともに健康
の増進と体力の向上を図り，明るく豊かな生活を営
む態度を育てる．」と示された．これらのことから，
昭和52（1977）年告示の学習指導要領と同様に名称
は，「体育に関する知識」と示した．内容は「（1）
運動と心身の働き」「（2）体力の測定と運動の練習」
と示された．内容は，1977年の内容を深めるように
理解させることが中心となった．
３．５　�平成10（1998）年告示中学校学習指導要

領17）における歴史的背景及び「領域名」と
「内容」

　平成8（1996）年の中央教育審議会の「21世紀を
展望した我が国の教育の在り方について」の第1次
答申18）は，21世紀を展望し，我が国の教育について，
「ゆとり」の中で「生きる力」をはぐくむことを重
視することを提言した．また，同答申は「ゆとり」
の中で「生きる力」をはぐくむ観点から，完全学校
週5日制の導入を提言するとともに，そのねらいを
実現するためには，教育内容の厳選が是非とも必要
であるとした10）．このことを踏まえて，幼稚園，小
学校，中学校，高等学校，盲学校，聾学校及び養護
学校の教育課程の基準の改善について（答申）19）で
は「1．豊かな人間性や社会性，国際社会に生きる
日本人としての自覚を育成すること」「2．自ら学び，
自ら考える力を育成すること」「3．ゆとりのある教
育活動を展開する中で，基礎・基本の確実な定着を
図り，個性を生かす教育を充実すること」「4．各学
校が創意工夫を生かし，特色にある教育，特色のあ
る学校づくりを進めること」と示された．また，保
健体育科の目標は，「心と体を一体としてとらえ，
運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な
実践を通して，積極的に運動に親しむ資質や能力を
育てるとともに，健康の保持増進のための実践力の
育成と体力の向上を図り，明るく豊かな生活を営む
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態度を育てる．」と明記された．このことから名称は，
平成元（1989）年同様に「体育に関する知識」であっ
た．内容については「（1）運動の特性と学び方」「（2）
体ほぐし・体力の意義と運動の効果」と記載されて
おり，平成元（1989）年告示の学習指導要領と大き
く変化した．「運動の特性に応じた学び方や安全の
確保の仕方について」を学習することで，運動につ
いて自己の生活の中での活かし方を学習するように
示されている．また，平成元（1989）年改訂の学習
指導要領に示されていた「運動の効果」からさらに
発展し，平成10（1998）年告示の学習指導要領では
「運動が心身にわたる効果」について学習するよう
に示された．
３．６　�平成20（2008）年告示中学校学習指導要

領20）における歴史的背景及び「領域名」と
「内容」

　平成15（2003）年に「初等中等教育における当面
の教育課程及び指導の充実・改善方策について」（答
申）21）を示し，すべての子どもたちに対して指導す
べき内容を示したものであり，各学校は，子どもた
ちの実態に応じ，学習指導要領が示していない内
容を加えて指導することができることが明確になっ
た．また，一人一人の人格の完成と国家・社会の形
成者の育成という教育の目的の実現を図るため，社
会の変化や子供たちの現状を見据え，我が国の学校，
教師，子どもたちが持っている大きな力をより一層
十分に発揮できるようにすることが検討された．そ
こで，幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別
支援学校の学習指導要領等の改善について（答申）22）

は，「1．『生きる力』という理念の共有」「2．基本
的な知識・技能の習得」「3．思考力・判断力等の育
成」「4．確かな学力を確立するために必要な授業時
数の確保」「5．学習意欲の向上や学習習慣の確立」「6．
豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実」
が重要であると示している．また，保健体育科の目
標は「心と体を一体としてとらえ，運動や健康・安
全についての理解と運動の合理的な実践を通して，
生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てると
ともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力
の向上を図り，明るく豊かな生活を営む態度を育て
る．」と明記された．このことにより，平成10（1998）
年までの「体育に関する知識」から平成20（2008）
年告示の学習指導要領は，「体育理論」と領域の名
前が変更された．内容については，本改訂から学年
ごとに学習の「内容」が記され，発達段階や生涯を
見据えた内容に変化した．第1学年及び第2学年では
「（1）運動やスポーツが多様であることについて
理解できるようにする．」「（2）運動やスポーツの

意義や効果などについて理解できるようにする．」
と記載された．第3学年は「（1）文化としてのスポー
ツの意義について理解できるようにする．」と記載
がある．内容についての表記の仕方も変わり，「理
解できるようにする」ことが目標である．これには
評価の観点である「知識」が関連している．第1学
年及び第2学年の「（1）運動やスポーツが多様であ
ることについて理解できるようにする．」では，運
動やスポーツには多くの楽しさがあること，関わり
方には，「行うこと，見ること，支えること」を理
解する必要がある．また，「（2）運動やスポーツの
意義や効果などについて理解できるようにする．」
では，運動やスポーツが体力向上やストレス発散な
どに効果的なことを学習し，さらに運動やスポーツ
はルールやマナーを合意して人間関係を有効的なも
のにできるという働きがあることやルール・マナー
を守ることで安全に運動ができることについても
学習する．第3学年の「（1）文化としてのスポーツ
の意義について理解できるようにする．」は平成20
（2008）年告示の学習指導要領に初めて記載された．
「オリンピックや国際的なスポーツ大会などは，国
際親善や世界平和に大きな役割を果たしている」こ
とや「スポーツは，民族や国，人種や性，障害の違
いなどを超えて人々を結び付けている」ことから，
オリンッピックや人種差別，障害など世界で取り上
げられているスポーツに関する知識を学ぶためにで
きた項目であった．
３．７　�平成29（2017）年告示中学校学習指導要領4）

における歴史的背景及び「領域名」と「内容」
　近年は，生産年齢人口の減少，グローバル化の進
展，人工知能の進化などにより，子どもたちの将来
は，予測困難な時代になるといわれている．これら
の学校教育には，子どもたちが様々な変化に積極的
に向き合い，他者と協働して課題を解決していくこ
とや，様々な情報を見極めて再構成し，新たな価値
につなげていくことができるようにすることが求め
られる．こうした状況から，学校と社会が共有し，
連携・協働しながら新しい時代に求められる資質・
能力を育むため，「社会に開かれた教育課程」の実
現を目指すようになった．このことにより，育成を
目指す資質・能力が提示され，「知識・技能の習得」
「思考力・判断力・表現力等の育成」「学びに向か
う力・人間性の涵養」の三つの柱で，「生きる力」
を育むことと明記された23）．このことを踏まえて，
「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策につい
て」（答申）24）が示され，保健体育科の見方・考え方
を，各種の運動がもたらす体の健康への効果はもと
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より，心の健康も運動と密接に関連していることを
踏まえ，生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現
する資質・能力の育成や健康の保持増進のための実
践力の育成及び体力向上について考察することが重
要であるとした．このことから，保健体育科の目標
を，「体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を
発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，
心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健
康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するた
めの資質・能力の育成を目指す」とした．この目標
に対して，領域「H．体育理論」は変更なく，「体
育理論」として示された．「内容」は学年ごとに分
かれており第1学年及び第2学年では，「（1） 運動や
スポーツが多様であることについて，課題を発見し，
その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に
付けることができるよう指導する．」と「（2）運動
やスポーツの意義や効果と学び方や安全な行い方に
ついて，課題を発見し，その解決を目指した活動を
通して，次の事項を身に付けることができるよう指
導する」とも明記された．また第3学年の内容は，「（1）
文化としてのスポーツの意義について，課題を発見
し，その解決を目指した活動を通して，次の事項を
身に付けることができるよう指導する．」と記され
た．詳しい「内容」については平成20（2008）年告
示の学習指導要領と類似している．第1学年及び第2
学年の（1）「（ア）運動やスポーツが多様であるこ
とについて理解すること」では，平成20（2008）年
の学習指導要領ではスポーツは行うこと，見ること，
支えることとなっていたが，平成29（2017）年の学
習指導要領からはさらに，「知ること」も追加され
た．また，第3学年の（1）「（ア）文化としてのスポー
ツの意義について理解すること」には平成20（2008）
年告示の学習指導要領に「オリンピックや国際的な
スポーツ大会」と記されていた．さらに，平成29
（2017）年告示学習指導要領には，「オリンピック
やパラリンピック及び国際的なスポーツ大会」と記
されるようになり，「パラリンピック」の記載が増
えた．

４．学校体育における「体育理論」に関する研究動向
　学校体育における「体育理論」の実践に関する研
究動向は，CiNii のフリーワード検索で「体育理論」
と検索（2018年7月）し，帰納的に分析を行った．
分析対象の期間は，中学校学習指導要領（保健体育）
の変遷に伴い，昭和33（1958）年以降の論文とした．
「体育理論」に関する論文は59編であり，そのうち
学校体育における「体育理論」の実践に関する論文
は15編であった．これらを学習指導要領の改訂と関

連させると，平成10（1998）年告示学習指導要領に
関する対象論文は1編，平成20（2008）年告示学習
指導要領に関する対象論文は14編であった．抽出さ
れた論文を「研究タイトル，著者，発行年，方法，
主な内容」に整理した．以下，対象論文の傾向を4
点で示す（表2）．
　第一に，平成10（1998）年告示学習指導要領に関
する対象論文は，「体育理論」の授業提案を行う論
文であった．「生きる力」をはぐくむこととして，
教室で行う「体育授業」の試みの提案がされた．こ
のことにより，「運動の特性と学び方」に関する授
業提案がされ，雨の日でも体育の授業ができる「体
育理論」の提案であることが考えられる．
　第二に，平成20（2008）年告示学習指導要領に関
する対象論文では，「文化としてのスポーツ意義」
の単元をテーマとしている先行研究が14編中6編で
あった．内容はオリンピック・パラリンピックやドー
ピング等に関するものであった．現代社会は2020年
の東京オリンピックや少子高齢化，または国際情勢
などの幅広い内容がニュースで取り上げられ，報道
されている．現在を生きる生徒は，よく耳にする言
葉について認知度も高く興味を持っていることが窺
える．また，時代背景が生徒に与える影響は大きく，
授業の内容としても扱いやすいとも考えられる．こ
れらを考慮すると，「体育理論」の授業内容として「文
化としてのスポーツの意義」に関する研究が行われ
ていることは妥当であろう．しかし，中学校期にお
ける「体育理論」の内容は「運動やスポーツの多様
性」と「運動やスポーツの意義や効果と学び方や安
全な行い方」の2つの単元も含んでいることを考慮
すると，「文化としてのスポーツの意義」の内容に
偏った研究が行われていることも考えられる．
　第三に，「運動やスポーツの多様性」に関する論
文は14編のうち3編であり，内容は，スポーツを楽
しむための多くの見方や考え方についての研究で
あった．このことについて友添25）は，「運動やスポー
ツの仕方，あるいは運動やスポーツの原理や法則，
そしてそれらの社会的な意味や文化的な意義をわか
らせること」を重視することが必要であると述べて
いる．上述を踏まえると，「運動やスポーツの多様
性」の単元で学習内容については分かったものの，
「運動やスポーツの多様性」を単元のテーマとする
研究は3編にとどまっており，新しい見解や手法が
数少ないことが考えられる．
　第四に，14編のうち4編は生徒の学習成果や学習
内容についての把握を行う研究であった．これらの
研究では，「体育理論」の授業を学校現場でどのよ
うに扱っているか，また「体育理論」が他の領域の
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オリエンテーションコマになっているのではないか
という示唆がされている．しかし，実際に「『体育
理論』の授業が行われていない」，「オリエンテーショ
ンコマになっている」という検証や報告は見られな
い．ほかにも村瀬ら8）は「体育理論」の授業は「理

論として行う必要性を感じていないということが現
場の本音としてあるかもしれない」と述べている．
これらの研究を踏まえると，学校現場の「現状予想」
には至っているものの，「検証」や「実態把握」，「生
徒や教師の『体育理論』に対する認識の検討」など

容内な主法方年行発者著ルトイタ究研

1
「教室でやる体育授業」のひと
つの試み：「ボールの授業」の
実践モデルの意義

出原 1995
授業実践

(特別授業参加者)
教室の中で「ボール」を使ってできる授業
構想と模擬授業

2
高等学校における「体育理論」
の指導に関する一考察

井筒ら 1998
質問紙調査
(高校生)

体育理論の授業実態や，それに対する生徒
の理解や関心の把握

3 保健体育理論に関する一考察 小泉 2007
質問紙調査
(大学生)

中学校，高校で行った「体育理論」の授業
は何があるかの調査と大学での授業の進め
方

4
大学体育における知識・能力の
形成(3)-生涯スポーツ実践に向
けた実験的授業-

水月ら 2009
授業実践
(大学生)

運動と生涯スポーツの関連性

5
大学体育における知識・能力の
形成(6)

柿原ら 2010
授業実践
(大学生)

体育理論と実技を組み込んだ実験的授業と
体育理論の教授を企図しない実技中心の授
業の学習成果の検証

6
中学校における「体育理論の教
材研究-パラリンピックに関す
る題材の場合‐

中道 2014 文献研究 パラリンピックに関する歴史

7

中学校における体育理論の授業
づくりに関する一考察-中学校3
年保健体育科「体育理論」の授
業を通して-

野田ら 2014
授業実践
(中学生)

「文化としてのスポーツ意義に関する授業
検討」

8
中学校「体育理論」における
「キー・コンピテンシー」

伊藤ら 2015 文献研究 キー・コンピテンシーと体育理論の関係

9
体育理論領域における課題の検
討

山元 2015
授業実践
(高校生)

体育理論領域(総合文化としてのスポーツ)
における授業実践的な課題及び内容的な課
題の検討

10

学校体育における「体育理論」
の新たな位置づけとその授業づ
くり(その1)-「文化としてのス
ポーツ」の学びを位置づける授
業の構想に向けて-

吉田 2016 文献研究 「文化としてのスポーツ」の授業構想

11
体育理論の実践状況と実践内容
に関する考察

村瀬 2016
質問紙調査
授業実践

(中学校教員)

体育理論の実践状況や実践内容(スポーツ
文化の理解)を明らかにする

12
体育理論領域における学習内容
の批判的検討

山元 2016 文献研究
「各運動領域と体育理論領域」の学習内容
についての検討

13
教員養成学部における「体育理
論」領域に関した授業実践の再
検討

伊藤 2016
授業実践
(大学生)

スポーツと地域活性化に関する授業検討

14

高等学校の体育理論におけるア
ンチ・ドーピング授業の検討-
JADAアンチ・ドーピングテキス
トを活用して-

宮崎 2017
授業実践
(高校生)

ドーピングに関する知識，定義，歴史の授
業検討

15

生涯スポーツ社会を担う体育的
学力を培う授業づくり‐体育理
論学習の位置づけの考察を通し
て‐

大河 2018
中学校

(授業実践)
生涯スポーツ社会を担う生徒の育成のため
の教育実践

表2　1998年以降の先行研究のまとめ
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いまだ課題が多く残っていると考えられる．

５．�中学校学習指導要領と研究動向の関係による「体
育理論」の取扱い

　本研究を通して，中学校学習指導要領保健体育科
領域「Ｈ．体育理論」と研究動向による学校体育に
おける「体育理論」の取扱いについて関係性を検討
した．学習指導要領に記載されている内容と，研究
が行われている具体的な内容との関連があることが
窺える．このことを表3「中学校学習指導要領と研
究動行の関係」に示した．
　第一に，村瀬ら8）は「体育授業の現場で『する』
スポーツを重視していることを示唆した．また『見
る』『支える』の部分を実技の中でも体験でき，理
論として行う必要性を感じないということが，現場
の本音としてあるのかもしれない」という報告をし
ている．このことに関して，平成20（2008）年の学
習指導要領解説保健体育編では「各領域との関連で
指導することで知識と技能を相互に関連させて学習
させ，知識の重要性を一層実感できるように配慮し
た．」と記載がある．そのため，「体育理論」が他の

領域「A．体つくり運動」から「G．ダンス」と類
似した内容が多く，領域「H．体育理論」として確
立した授業が行われていないことが考えられる．し
かし「体育理論」は，中学校学習指導要領に「各学
年3単位時間以上を配当すること」が示されている
ため，領域「H．体育理論」として3単位時間以上
設ける必要もある．以上のことを踏まえると，「体
育理論」の意義が薄れてしまい，「体育理論」で「知
識」を教えることの重要性を教師が認識できていな
いことが考えられる．また，体育の年間計画の中に
領域「H．体育理論」を確立しにくい現状があるこ
とが窺われる．
　第二に，平成20（2008）年告示中学校学習指導要
領で初めて「文化としてのスポーツ意義」が内容と
して挙げられた．このことについて，先行研究では
菊26）が，「『文化としてのスポーツの意義』は，中
学校段階でスポーツを文化としてとらえる学習はこ
れまでになかったことがあり，画期的なことであっ
た．」と述べている．このことが先行研究の動向と
して，「文化としてのスポーツの意義」の内容を多
く研究しており，影響を与えていることが窺われる．

向動の究研行先領要導指習学校学中示告年8002

1.運動やスポーツの多様性
(1)運動やスポーツが多様であることについて
   理解できるようにする．
ア.運動やスポーツは，体を動かしたり，健康を維持し
　 たりするなどの必要性や，競技に応じた力を試すな
   どの楽しさから生みだされ発展してきたこと．
イ.運動やスポーツには，行うこと，見ること，支える
　 ことなどの多様なかかわり方があること．
ウ.運動やスポーツには，特有の技術や戦術があり，そ
　 の学び方には一定の方法があること．

内容の取扱い
「Ｈ.体育理論」の内容に加え，各領域との関連で指導
することが効果的な各領域の特性や成り立ち，技術の
名称や行い方などの知識については，各領域の
「（3）知識，思考・判断」に示すこととし，知識の
重要性を一層実感できるように配慮しているので，この
点を十分考慮して指導すること．

向動の究研行先領要導指習学校学中示告年8002

3.文化としてのスポーツの意義
(1)文化としてのスポーツの意義について理解できるよ
　 うにする．
ア.スポーツは文化的な生活を営み，よりよく生きてい
　 くために重要であること．
イ.オリンピックや国際的なスポーツ大会などは，国際
　 親善や世界平和に大きな役割を果たしていること．
ウ.スポーツは，民族や国，人種や性，障害の違いなど
　 を超えて人々を結び付けていること．

　菊26）によると，「『文化としてのスポ―ツ意義』は，中学校段
階でスポ―ツを文化としてとらえる学習はこれまでになかったこ
とがあり，画期的なことであった．」と述ベている．

　村瀬ら8）によると，「体育授業の現場で『する』スポ―ツを重
視していることを示唆している．『見る』『支える』の部分を実
技の中でも体験でき，理論として行う必要性を感じないというこ
とが，現場の本音としてあるのかもしれない」と報告している．

領域「Ｈ.体育理論」の実態（他の領域との関連）

文化としてのスポーツの意義

表3　中学校学習指導要領と研究動向の関係
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６．まとめ
６．１　本研究の結論
　学校体育における「体育理論」の現状を把握する
ため，中学校学習指導要領の変遷の整理と研究動向
の整理を行った．また，中学校学習指導要領と研究
動向の関係から学校体育における「体育理論」の取
扱いについても検討を行った．その結果，次のこと
が分かった．
（1）学習指導要領は，今までに7度の改訂が行われ
ており，時代背景や子供の実態に応じて変化し，教
育活動に直結する改訂となっている．「体育理論」
の名称は，昭和33（1958）年から平成10（1998）年
までの学習指導要領で「体育に関する知識」と示さ
れ，平成20（2008）年と平成29（2017）年の学習指
導要領では「体育理論」と示されている．
（2）研究動向において，「体育理論」に関する論文
は59編であり，そのうち学校体育における「体育理
論」に関する研究を行っているのは，15編であった．
またこれらを学習指導要領の変遷に関連させると，
平成10（1998）年告示学習指導要領に関する対象論
文は1編，平成20（2008）年告示学習指導要領に関

する対象論文は14編であった．
（3）学習指導要領と研究動向の関係は，学習指導
要領領域「H．体育理論」の意義が他の領域と関連
することにより，薄れてしまい，「体育理論」で「知
識」を教えることの重要性を教師が認識できていな
いことが窺われる．また，先行研究で多く研究され
いている内容は「文化としてのスポーツの意義」で
あり，平成20（2008）年の学習指導要領で初めて記
載された内容であることが影響していると考えられ
る．
６．２　今後の課題
　本研究から，学習指導要領と先行研究の間には「学
習者」や「教師」といった立場の違いによって考え
られる課題があると推測されることから，今後は学
習者が「体育理論」についてどのような認識があり，
学習を行っているかについて現状の把握を行い，授
業者は「体育理論」についてどのように考え，課題
を持っているかについて検討する必要があると考え
る．また，授業者の養成段階にも課題があることが
想定されることから，大学における養成段階の課題
についても明らかにしていく必要があると考える．
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Abstract

　In 2017, a new course of study for public elementary, junior and high school teachers was announced by the 
Education Ministry for Japan．Compared with teaching guidelines published in 2008 the new course of study 
emphasizes “knowledge” even more than before．In the area of junior high physical education， the term “knowledge”  
Focused on the Field of “Theory of Sport and Physical Education”．This research focuses on these new junior high 
school physical education guidelines．The purpose of this study is to explain the changes in guidelines for junior 
high school health and physical education classes and to summarize the trends of previous research on “subjects”,

“lesson form” and “contents”．According to the new Education Ministry guidelines, “Theory of Sport and Physical 
Education”, learning “knowledge” is to be incorporated into the curriculum and “knowing” and “paralympics” will 
be newly added to “Theory of Sport and Physical Education”． 
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